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	スライド 1: ○「瀬戸内・松山」構想に基づく観光誘客が旅行市場に定着してきた一方で、旅行形態や客層は、インバウンドや個人旅行、若い世代が 　 中心になるなど、観光を取り巻く状況は大きく変わりました。また、地域事業者の戦略的な観光誘客も活発になっています。 ○そこで、「瀬戸内・松山」構想をさらに具現化するため、「誰もが楽しめる観光地」をテーマに実行プランを取りまとめ、令和７年 　 大阪・関西万博、瀬戸内国際芸術祭といった好機をいかしながら観光振興し、観光交流人口を拡大します。

